
第 1224 回例会 平成 24 年 8 月 23 日(木) 

今日のプログラム 

1.点      鐘  2.ロータリーソング  

           『君が代』                 

3.ビジター・ゲスト紹介『奉仕の理想』 

4.中部分区ガバナー補佐   池田豊繁君 

地区幹事 須田正巳君 ・財務委員長 

坂本貞綱君 

5.各クラブ会長の時間・幹事報告・出席報告 

ハッピーＢＯＸ披露 

7.ガバナーアドレス 

8.点鐘 

9．クラブフォーラム 

第 1223 回例会記録 平成 24 年 8 月 8 日（水） 

■会長の時間     会長 村上 實君 

皆さんこんにちは、

1223 回の例会です。

今日先ず最初にお客

様の紹介を致します、

高鍋ＲＣの木村 貞

夫さんと、今日はクラ

ブ協議会ですのでガ

バナー補佐の池田 豊繁さんです。 

昨日第三回の会長・幹事会が行われました、幹事と

2 人で参加して参りましたがその中で色々といい話が

ありまして、紹介したいと思いますがクラブ協議会を

控えておりますので短めにはしたいと思います。今オ

リンピックが開催中ですので皆さん夜中の 3時位まで

ＴＶの前で観戦している方も多いのではないかと思

いますが体調の方も気を付けて頂きたいと思います。

この異常な暑さですからね、宮崎は日本全国と比べれ

ばまだ涼しい方なのかなとは思いますけど、昨日の会

長・幹事会の話ですが担当クラブのくじ引きをしまし

たところ白紙の 2枚中の 1枚を引いてしまいまして佐

土原で開催となれば会員さんのお店等も利用出来て

良かったのですが、その点はお詫び申し上げます。 

その中で宮崎ＲＣだけ欠席だったのですが会長の内

田五郎さんはイギリスに居る娘さんから招待を受け

今イギリスに居られるそうです。その中でマラソン競

技の応援をフェイスブックで政治かも応援されてお

ると言うことで協議会の中でも詳しい方が発信され

ると即応答があるということが分かり技術の進歩の

素晴らしさを実感しました。「中略」うちの中武会員

も入院生活の中で息子さんの社会人としても会社の

後見人としても成長を感じる事が出来て辛い入院生

活の中にも良いことが実感でき良かった・・というよ

うな事を話されていたことを思い出しました。やはり

そう考えると一度立ち止まっていろんな事を考える

事は必要だな！いう気がしまして非常にいい話が聞

けたなと思います。前回幹事をやらせて頂いた時にも

思いましたが、会長・幹事会に集う皆さんは非常に仲

が良いですよね。今年もガバナー補佐を中心に和気

藹々としてお互いのクラブの話を出す中で明確なア

ドバイスを受けることが出来たりしております。やは

りお酒を飲みながらの話は活発な意見が出ますね。非

常に近親感が沸きますので色んな事を吸収しやすく

入会年数の若い私などにはとても良いロータリーの

勉強の場になっておりますので年数に関わらず今後

も皆さんにこのよう経験をして欲しいと思いますの

で依頼が来た場合には是非受けて下さいね！宮崎Ｒ

Ｃの方からロータリー甲子園の話をされました。幹事

も実際に甲子園の土を踏まれたとの事で感動しまし

たとの話をされていましたが西クラブが野球チーム

を作られたそうです。来年は宮崎ＲＣを抑えてうちが

行くぞ・・との意気込みで、ピッチャーもプロテスト

を受けた経験のある人がされるそうです。各クラブ色

んなことに取り組んでいる話を聞きます。皆が一致団

結できるという点でも良いなと思います。佐土原もそ

ういう所を参考にしながら皆さんにもその都度情報

提供していきたいと思います。 

■幹事報告      副幹事  林 厚雄君 

＊例会変更届～無し 

＊高鍋ＲＣ～8月例会

案内 

＊地区財団セミナー
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 鹿児島西ＲＣホストにて鹿児島 10 クラブ協力の 

 元鹿児島市民文化ホールにて開催予定 

＊宮崎太陽銀行～普通預金口座新規開設の御礼 

＊宮崎県中部分区ライラ開催のご案内 

 日時 10 月 13 日（土）～14 日（日） 

青島観光ホテル（主会場）各クラブ研修生（4~5 名） 

  ロータリアン（4～5 名） 

■出席報告           原田 宗忠君    

会員数（23 名・出

席免除 2 名） 

出席数 16 名 

欠 席 届  7 名  

梶田君・正岡君・

永野君・日高君・

村岡君・宮原君・ 

福井君     出席率 76.1% 正 85.7％ 

■ハッピーＢＯＸ披露      長倉 祐一郎君 

＜ニコニコへ＞ 

◎太田 忍君～宮

崎工業高校甲子園

出場おめでとう！

対戦相手天理高校

に初戦必勝目指

せ！でも、強そ

～！ 

◎長倉 恵子さん～誕生お祝いありがとうございま 

す。丁度になります・・まだ何日かはありますが！今 

年は結婚 25 年と私の？年記念日と重なります。しか 

し・・主人によくついて来たものです～！ 

＜財団へ＞ 

◎ 岩切 正司君～池田ガバナー補佐をお迎えして。 

■ 委員会報告  親睦委員会  吉田 康一郎君 

9 月 9 日（日）中部

分区ゴルフ大会の

案内が来ておりま

す。各クラブから 2

組参加の要請がき

ております。 

中央ＲＣさんとの

合同の提案が来ておりますのでうちから 6名の参加を

募りたいと思います。日時 9 月 9 日（日）8 時 50 分

集合 9 時 24 分スタート ＵＭＫカントリークラブ 

費用 参加費 ¥2.000 プレイ費 ¥11.000 

（キャディー付、食事付）締切り 8 月 20 日（月） 

 

 

 

 

 

 

 

 

三クラブ合同公式訪問日程 

2012 年 8 月 23 日 場所 西都   敷島 

公式訪問＆クラブフォーラム （食事＝100 万ドル） 

会長・幹事・会長エレクト以外の会員は 12:00 集合 

☆ＣＬＰについて 

ＣＬＰ（クラブリーダーシッププラン）とは、ロータリークラ

ブに推奨される管理的枠組みである。 

ＣＬＰの目標は「ロータリーの綱領」を追求する効果的なク

ラブを創造する事。 

 効果的なクラブは 

１） 会員基盤を維持、拡大する。 

２） 地元地域社会並びに他の国々の地域社会のニーズ

を取り上げた奉仕プロジェクトを実施し、成功させる。 

３） 財政的な貢献およびプログラムへの参加を通じてロ

ータリー財団を支援する。 

４） クラブの枠を超えてロータリーにおいて奉仕できる指

導者を育成する。 

この事を遂行することにより「ロータリーの綱領」を果たす

ことができる、とあります。手続きの合理化、円滑な情報

伝達、長期計画策、会員数の増加により「クラブ奉仕」を

改善するものである。 

 ＣＬＰは何のためにあるのでしょうか？ 

それは「ロータリーの綱領」に到達することができるように

するためのものであると述べられている。 

ロータリーの綱領 

ロータリーの綱領は、有益な事業の基礎として奉仕の理

想を鼓吹し、これを育成し特に次の各項を鼓吹育成する

ことにある。 

1 奉仕の機会として知り合いを広めること。 

2 事業及び専門職務の道徳的水準を高めること、あら

ゆる有用な業務は尊重されるべきであるという認識

を深めること、そしてロータリアン各自が業務を通じ

て社会に奉仕するために、その業務を品位あらしめ

ること。 

3 ロータリアンすべてが、その個人生活 

事業生活及び社会生活に常に放恣の理想を適用する

事。 

4 奉仕の理想に結ばれ

た、事業と専門職務に携

わる人の世界的親交によ

って、国際間の理解と親

善と平和を推進する事。 

CLP について～池田ガバ

ナー補佐より話をしていただきました。 

＊本日のビジター＊ 高

鍋ＲＣより木村 貞夫さ

ん 

 連続でメークして頂き

感謝申し上げます。 

 

 

４つのテスト 

『言行はこれに照らしてから』 

1・真実かどうか 

2・みんなに公平か 

3・好意と友情を深めるか 

4・みんなのためになるかどうか 


